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保
険
制
度
の
改
正
に
よ
っ
て
平

成
　
年
４
月
か
ら
、　

歳
以
上
　

２２

７０

７５

歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
う
ち
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
（
住

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
の
人
）
以
外
は
、
医
療
機
関
を

受
診
し
た
際
の
自
己
負
担
が
２
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
こ
の
改
正
が
凍
結
さ
れ
た
た

め
、
平
成
　
年
３
月
ま
で
一
部
負

２３

担
金
割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
高
齢
受
給
者
証
の

一
部
負
担
金
割
合
の
表
示
が
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
高
齢

受
給
者
証
を
３
月
末
ご
ろ
に
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
受
給
者
証
は
毎
年

８
月
に
所
得
判
定
を
行
い
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
自
己
負
担

割
合
を
決
定
し
ま
す
の
で
一
部
負

担
金
の
割
合
の
表
示
は
図
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
　

　
保
険
給
付
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
6
6

５８

平
成
　
年
３
月
ま
で

２３

一
部
負
金
担
割
合
が
１
割
に

一
部
負
担
金
の
割
合
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

※現在の表示
　「２割（平成２２年３月３１日まで１割）」
※平成２２年４月１日以降の表示
　所得判定を行うために７月までは
　「２割（平成２２年７月３１日まで１割）」
　所得判定以降は
　「２割（平成２３年３月３１日まで１割）」
　と表示されます。

■市内の交通アクセスがますます便利に！　　　　　

　現在、建設が進められている三陸縦貫自動車道で東

和町内に設置されるインターチェンジ（以下ＩＣ）の

名称が、関係機関が調整した結果、「登米東和ＩＣ」と

決まりました。

　また、市民皆さんが待望していた、三陸縦貫自動車

道の「登米ＩＣ」から「登米東和ＩＣ」間の5.0が、

３月２２日（月）の午後３時に開通します。この区間は

鳴瀬奥松島ＩＣ～登米ＩＣと同様に無料で利用するこ

とができます。登米東和ＩＣの開通で、市内の交通ア

クセスがますます便利になります。
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と め とう わ

三陸縦貫自動車道

「登米ＩＣ～登米東和ＩＣ」開通記念プレイベント参加者募集
　市では、仙台河川国道事務所・東部土木事務所と協力し、完成した三陸縦貫自動車道を歩く

「ハイウェイフリーウォーキング」を行います。早春の日差しを浴びながら、さわやかなひとと

きを過ごしませんか？多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

【日時】　３月２０日（土）　午前9時４０分～正午まで（小雨決行）

　※開催の有無については、当日午前７時３０分～８時００分まで電話でお問い合わせください。

【集合場所・時間】　市役所登米庁舎駐車場または中田総合体育館駐車場に、午前８時２０分～９時２０分までにお集

　まりください。（無料バスで参加者を会場まで輸送します。）※参加料は無料で、事前の申し込みも不要です。

【参加資格】　小学生以上（小・中学生は保護者同伴）、市内外問わずどなたでも参加できます。

【コース】　①登米ＩＣ～新米谷大橋、約３.5　②登米ＩＣ～登米東和ＩＣ、約5　体力に合わせて自由に選択

　できます。

【記念品】　当日の集合写真、イベントのスナップ写真を収納したＣＤを後日プレゼントします。

【問い合わせ】　建設部土木管理課　管理係　緯 ０２２０（３４）２３６５

２割（平成◎年◎月◎日まで１割）
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た
事
業
で
す
。

　
事
業
区
分
中
の
「
地
域
型
」、

「
全
市
型
」
の
採
択
に
つ
い
て
は
、

行
政
が
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、

市
民
で
構
成
す
る
審
査
会
で
市
民

の
視
点
に
よ
っ
て
採
択
に
関
す
る

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
男
女
共
同
参
画
条
例
の
素

案
を
検
討
す
る
、
策
定
委
員
会
が

１
月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２９

今
回
で
４
回
目
と
な
る
委
員
会
で

は
、
委
員
が
２
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
、「
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き

内
容
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　
分
科
会
で
は
現
在
の
市
の
状
況

か
ら
見
え
る
課
題
と
そ
れ
に
対
す

る
解
決
方
法
に
つ
い
て
、
各
委
員

が
熱
心
に
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
条
例
の
素

案
作
成
に
向
け
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
対

話
集
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
　
４
月
下
旬
　

　
場
所
　
市
内
３
ケ
所
を
予
定

※
開
催
時
間
や
場
所
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
広
報
と
め
４
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
分
科
会
で
の
お
も
な
意
見
】

・
年
代
に
よ
り
悩
み
は
違
う
の
で
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
を
相
談
で
き

　
る
窓
口
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
現
代
は
「
個
」
で
生
き
て
い
る

　
人
が
多
い
。
そ
れ
を
つ
な
げ
る

　「
つ
な
ぎ
手
」
の
育
成
が
必
要
。

・
暴
力
や
性
に
よ
る
人
権
侵
害
に

　
対
す
る
相
談
に
対
応
す
る
体
制

　
の
確
立
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
町
内
会
役
員
や
各
種
審
議
会
な

　
ど
で
の
役
員
の
男
女
格
差
を
見

　
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
連
載
で
は
、
昨
年
８
月
号
か
ら
登
米
市
が
目
指
す「
ま
ち

づ
く
り
」
や
「
男
女
共
同
参
画
」
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
終
号
で
は
、
条
例
素
案
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
策
定
委
員

会
の
様
子
や
、
来
年
度
に
向
け
た
活
動
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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ひ
　
　
と

連
載
　
最
終
回

　
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
市

民
活
動
団
体
が
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
自
主
的
な
活
動
に
対
し
、

市
が
支
援
を
行
う
「
登
米
市
地
域

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
平
成
　
年
２２

度
事
業
が
【
表
１
】
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
民
と
市
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
平
成
　
年
度
に
創
設
さ
れ

１８

条例策定に向けて意見を出し合う委員の皆さん

策
定
に
向
け
検
討
が
進
む

男
女
共
同
参
画
条
例

協
働
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

市
民
が
主
役

地
域
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

課題や今後の方向性について協議した分科会

事業名団体名事業区分

 石貝環境整備事業 津山町石貝部落会地域型

 登米市の医療を守る     
 啓発事業

 登米市の医療を
 考える会

全市型
 つなげよう登米市
 NPOネットワーク事業

 SKIT（スキット）

 
 登米市の市民活動
 を考える会

 市道弥惣線整備事業   東和町鱒淵地域
 振興協議会

パートナー
シップ型

 舘要害線改良工事   中田町舘行政区

 平筒沼環境整備事業
 米山町
 吉田コミュニティ
 運営協議会

 高森遠沢線
 道路整備事業  

 石越町遠沢集落
 振興会

　
当
初
は
、
自
分
の
勉
強
不
足

か
ら
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
や
考
え
を
話
し
合
い
、

理
解
し
合
う
う
ち
に
、
こ
れ
が

男
女
共
同
参
画
社
会
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
が
参
加
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
子
育
て

世
代
に

情
報

を
提
供

し
、

「
知
っ
て
も
ら
う
」一
歩
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
子
ど
も
の
未
来
の
た

め
に
、
今
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小野寺  寿  美  子 さん
す み こ

　　　　　(中田) 

　
市
で
は
今
月
号
ま
で
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
分
野
と
し
て
、
登
米

市
の
ル
ー
ル
づ
く
り
「
登
米
市
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」、
地
域
の

人
材
を
育
て
る
「
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」、
市
民
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
こ
れ
か

ら
の
市
民
活
動
の
拠
点
「
中
間
支

援
組
織
」
な
ど
や
、
男
女
共
同
参

画
分
野
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
る
「
社
会
的
性
別
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
」、
「
条
例
の
必

要
性
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
事
業
を
通
し
、

市
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て

築
く
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
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【表１】平成22年登米市地域協働まちづくり事業予定一覧　

◆
男
女
共
同
参
画
条
例
策
定
　

　
委
員
会
に
参
加
し
て
み
て

市民活動
データベース作成事業


